
【自然環境をよりよくするために】

保育現場でできるSDGsの取り組みについて

子ども未来事業部 経営管理課
〇西岡麻美、河本恵里、中村多香子、柏本康博



子ども未来事業部について
当会では、保育園・児童館・地域学童・療育施設の運営を行っており、
指定管理者制度や保育園新規開設により現在１７施設ある。



事業との関連性を模索する

「洛和会ヘルスケアシステムSDGs行動宣言」を知る。

【仮説】保育現場においても子どもたちや施設利用者への
保育活動が、SDGsにつながっているのではないか？

☆各施設へアンケート調査を実施☆



アンケートの内容



アンケートを実施した結果
【行動目標2・12に該当】
食品ロスをなくす
食育
子ども食堂

【行動目標5に該当】
性差の区別なく､一人ひとりの
個性を認めた保育
様々な国籍の個別受け入れや配慮を要する
児童の受け入れ

【行動目標3に該当】
幼老交流
子育て講演会



アンケートを実施した結果

【行動目標7に該当】
雨水の利用や空調、電力の省エネ

【行動目標13に該当】
お散歩の際、公園や道中でのごみ拾い
廃材を使用したおもちゃ作り



アンケート調査による効果

・SDGsの行動につながるものが日常の中に多くあるこ
とを、保育部門全体で共通認識することができた。

・保育現場で日々取り組んでいることがSDGsにつなが
ることを知り、その意味を子どもたちに伝えるきっかけ
となった。

・アンケートの集計内容を、全体で共有したことは、
「自分の施設にも取り入れられるものがある」発見や
気づきがあった。



まとめ
～子どもたちの未来を守るために～
日々の活動や行事活動を引き続き行っていく。
子どもたちと職員が一緒に取組めるものを検討していく。
withコロナとして感染対策を行いながら、保育活動や洛和式の幼
老交流活動を行っていく。

→新たに何か活動を行うことも良いが、今行っている保育を
意識して続けていくことも「SDGsの持続可能な目標」に
つながるのではないかと考えている。
今後も施設と連携して活動を続けていきたい。
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